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科学メディアリテラシー教材�
2002年4月「クローン人間妊娠か？」!
報道の各紙比較!
林 衛（東京大学教養学部非常勤講師・当時）!
(富山大学人間発達科学部・現）!
その後，東京大学，京都大学，大阪大学，九州大
学，お茶の水女子大学，富山大学などで実践�
実例検討：2002年4月「クローン人間妊娠
か？」報道 あなたの評価は？!
!  日本の科学報道は横並びで違いがない？�
!  読者をミスリードする心配，証明がむずかしい問題!
【討論課題】あなたはどの新聞を支持しますか？!
������あなたが記者だったら，どんな報道をしますか？�
各紙科学部インタビュー付き �
!  2002年7月11日読売新聞社科学部 �
�柴田文隆記者（医学班担当デスク）�
!  2002年8月1日毎日新聞社科学環境部�
�青野由利記者（編集委員） �
!  朝日新聞科学部：取材拒否� 2!
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02年4月6日(土)毎日新聞朝刊1面：「汚らわしい」？�なぜ？�
14!
クローン人間妊娠の発表
クローン人間の誕生
①毎産日東+読(4日後)
②毎産日東読朝
③毎産日東読朝
④毎産
①（講演で発表されたが）妊娠は本当か？�
�→報道事実そのものへの懐疑 �
②（妊娠が事実だとしても）クローン人間の誕生につな�がる
のか？→技術的・科学的分析�
③（クローン人間を誕生させることができるとしても）�やって
もいいのか？→生命倫理問題�
④（やってしまったとしたら）今後どのように対応すべ�きな
のか？→社会的影響への考察 �
各紙の取り扱いの違い �
文字の大きさ
が取り上げ方
の大きさに対応
井村勇気学生レポート(2002)を改変
④社会的影響についての言及の例 �
!  生命科学者、サイエンスライター柳沢桂子
「動物実験でうまく言ってない段階なのに、とんでもないこと。
子供の生命の尊厳をどうするつもりなのか。ただし将来的に正
常に育つことになれば、絶対にいけないこととはいえない。不
妊治療のひとつとしてどう見るかだ」(産経新聞より)
!  ノンフィクション作家最相葉月
「報道が事実なら、妊娠した女性に「中絶しろ」とはいえない。
生まれてくる子供には罪がなく、子供が異質なものとして排除
されることを避けなければならないからだ。これまで自分もこ
の件に関しては批判してきたが、今後は沈黙せざるを得ない。
批判の中で子供が生まれてくること自体が問題となるからだ」
(産経新聞より)
!  三木妙子早稲田大学法学部教授
　 クローン技術で生まれた子供の法的地位について「人のクロー
ンを作ること自体、日本で禁止されているので、どう論じてい
いのかわからない。クローンの子供の人権について論じたケー
スも聞いたことがない」(毎日新聞より)
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読売新聞の取り扱い �
!  朝日新聞や日経新聞よりはやや大きく，毎日新聞，
産経新聞よりは小さな取り扱い�
!  1）4月6日土曜日朝刊の初報は，共同電に加え，
文部科学省生命倫理担当室長のコメントとワシン
トン特派員（科学部から派遣の館林記者）の取材
によるアンティノリの共同研究者とされてきた在
米研究者のコメントが掲載されたもの．�
!  2）その後は，初報から4日後の「4月10日付け朝
刊解説面」で「読売のスタンス，一応の基準」を表
明．�
17!
読売新聞の判断 �
!  アンティノリ医師の発表の内容，つまり “妊娠に成
功” がほんとうならば当然，大展開するべきニュー
スだが，本当ではない可能性の方が高いと判断．
この段階で大きく取り扱うことは，ミスリードにつな
がると判断される状況だった．そこで，アンティノリ
の共同研究者と日本の官庁担当者のコメントを
取ることとし，疑わしさが補強される結果になった
ため，こうした提示のしかたになった．�
��4月10日付け解説面で，一連の情報の流れを紹
介し，「騒動」に対する包括的な評価を示す記事を
掲載した．�
18!
読売新聞の判断の際の方針 �
!  アンティノーリ医師の信頼性が低いことから，彼の
マスコミへの発言は，以下のクライテリアを満たし
ていないものは原則として読売新聞は原稿を書
かない，掲載しない．�
�（1）初報における内容より，具体的なことが盛り込
まれている場合 �
�（2）読売新聞記者が直接インタビューなどをして，
責任ある内容が得られた場合�
!  伝聞情報が届いていたが，個別具体的な情報
（例えば，ロシアで1人，アラブで1人，手法や信憑
性に関わるもの）ではなかったので，取り上げない
という判断をした．�
19!
信頼性が低いとした判断の根拠�
!  アンティノリがUAEで話したことは確からしい（ガ
ルフ・ニューズの記事を入手・検討）�
!  学会や地元ローマではなく，UAEで話したことか
らみて内容は疑わしい（王族の跡目争いのパワー
バランスのもとで生殖技術をアピールすることを
求められたといった情報も）�
!  資金，スタッフ，施設がないという情報（それを示す，
独自取材に基づく情報があった）�
!  アンティノリは言っただけで証拠をださないことが
過去に複数回あった（10日解説面）�
!  本人への取材はできなかったし，日本国内の専門
家からの問い合わせにも回答していない�
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イ
タ
リ
ア
の
産
婦
人
科
医
が、
ク
ロー
ン
技
術
に
よ
る
妊
娠
に
成
功
し
た
と
発
表
し
た。
だ
が、
真
偽
は
不
明
の
ま
ま
だ。（
科
学
部 
三
井
誠） !
���
ク
ロー
ン
人
間
作
り
を
巡
る
今
回
の
騒
動
は、
セ
ベ
リ
ノ・ア
ン
テ
ィ
ノー
リ
氏
が
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
で
開
か
れ
た
会
議
で「
ク
ロー
ン
人
間
計
画
が
進
展
し、
参
加
者
の
女
性
が
妊
娠
八
週
に
達
し
た」
と
述
べ
た
の
が
発
端。
こ
の
発
言
を
三
日、
地
元
ガ
ル
フ・ニュー
ズ
紙
が
報
じ、
引
用
す
る
形
で
タ
ス
通
信、
日
本
の
新
聞
な
ど
が
一
斉
に
伝
え
た。!
���
妊
娠
が
本
当
な
ら
世
紀
の
大
ニュー
ス
だ
が、
ニュー
ヨー
ク・タ
イ
ム
ズ
や
B
B
C
な
ど
欧
米
の
マス
コ
ミ
は、
ほ
ぼ
黙
殺
か、
マユ
に
つ
ば
を
つ
け
た
扱
い。
同
氏
の
過
去
の
言
動
に
不
信
を
抱
い
て
い
る
た
め
で、
そ
の
後
も
本
人
は「
新
聞
記
者
に
は
答
え
な
い」
と
取
材
を
拒
否、
真
偽
は
宙
に
浮
い
た
ま
ま
だ。!
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���
同
氏
が、
究
極
の
不
妊
治
療
と
し
て
ク
ロー
ン
人
間
作
製
を
宣
言
し
た
の
は
昨
年
一
月。
以
来、
国
際
世
論
の
攻
撃
に
も
意
気
は
衰
え
て
い
な
い
が、
そ
の
発
言
に
は
疑
問
符
が
付
い
て
ま
わ
る。!
���
一
九
九
九
年、「
不
妊
症
の
男
性
か
ら
精
子
の
も
と
の
細
胞
を
取
り、
ネ
ズ
ミ
の
精
巣
で
育
て
受
精
さ
せ
る
治
療
を
日
本
と
共
同
で
行っ
た」
と
公
表
し
た
が、
関
係
者
は
否
定
す
る。
鳥
取
大
医
学
部
の
宮
川
征
男
教
授
は「
勝
手
に
名
前
を
使
わ
れ
た。
研
究
成
果
に
も
疑
問
が
あ
る」
と
不
信
感
を
隠
さ
な
い。�!
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九
六
年
に
ク
ロー
ン
羊「
ド
リー
」
を
誕
生
さ
せ
た
英
ロス
リ
ン
研
究
所
の
イ
ア
ン・ウ
ィ
ル
ム
ッ
ト
博
士
も「
彼
は
過
去
に
ク
ロー
ン
猿
や
豚
を
作っ
た
と
言っ
た
が、
何
の
証
拠
も
出
し
て
な
い。
今
回
の
件
も
極
め
て
疑
わ
し
い」
と
痛
烈
だ。!
���
技
術
面
で
の
疑
念
も
消
え
な
い。
ク
ロー
ン
人
間
は、
提
供
さ
れ
た
卵
子
の
核（
も
と
も
と
の
遺
伝
情
報
が
詰
まって
い
る）
を
取
り
除
き、
ほ
か
の
人
間
の
体
細
胞
の
核
を
移
植
し
て
作
る。
生
ま
れ
て
く
る
子
供
の
遺
伝
子
は、
体
細
胞
の
提
供
者
と
同
じ
に
な
る
と
い
う
も
の
だ。�!
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���
動
物
で
は、
す
で
に
羊
や
牛、
マ
ウ
ス、
ネ
コ、
ウ
サ
ギ
で
も
ク
ロー
ン
が
生
ま
れ
て
い
る
が、
核
移
植
の
方
法、
細
胞
の
増
殖
の
調
節
な
ど
で
高
度
な
技
術
が
要
求
さ
れ
る。
ド
リー
の
場
合、
二
百
七
十
七
回
試
み、
やっ
と
生
ま
れ
た
一
匹
だっ
た。 !
���
ま
た、
ク
ロー
ン
動
物
は
奇
形
も
多
く、
短
命
と
の
研
究
結
果
も
あ
る。
霊
長
類
で
の
体
細
胞
ク
ロー
ン
の
成
功
例
も
な
い
ま
ま、
人
間
に
応
用
し
た
と
す
れ
ば「
人
体
実
験
だ」
と
の
倫
理
面
の
批
判
も
避
け
ら
れ
な
い。�!
���
ア
ン
テ
ィ
ノー
リ
氏
は「
羊
よ
り
人
間
は
簡
単」
「
技
術
の
進
歩
で
危
険
は
減っ
た。
モ
ン
ス
ター
を
生
み
出
さ
な
い
こ
と
を99
％
保
証
で
き
る」
な
ど
と
主
張
し
て
い
る
が、
同
氏
は、
ど
ん
な
技
術
で
安
全
性
を
確
保
し
て
い
る
の
か、
と
いっ
た
疑
問
に
答
え
て
い
な
い。「
同
氏
の
研
究
チー
ム
で
本
当
に
ク
ロー
ン
人
間
が
作
れ
る
の
か」
と
信
ぴ
ょ
う
性
が
疑
わ
れ
る
の
も
こ
の
た
め
だ。!
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ク
ロー
ン
技
術
に
詳
し
い
小
倉
淳
郎・理
化
学
研
究
所
室
長
は「
使
用
し
た
手
法
や
薬
剤
名
な
ど
の
デー
タ
を
公
表
し、
他
者
の
検
証
を
受
け
る
べ
き
だ」
と
話
す。
こ
の
ま
ま
混
乱
が
続
け
ば「
畜
産
や
医
学
に
役
立
つ
技
術
な
の
に、
不
信
の
目
が
向
け
ら
れ
か
ね
な
い」
と
懸
念
す
る。�!
���
も
し
妊
娠
が
本
当
だ
と
す
れ
ば、
今
年
中
に
も
ク
ロー
ン
人
間
が
誕
生
す
る。
こ
れ
は
日
英
独
仏
な
ど
各
国
政
府
が
禁
止
し、
国
連
も
禁
止
条
約
作
成
へ
動
き
始
め
て
い
る
今、
あ
ま
り
に
無
責
任
な
行
動
と
言
え
よ
う。
ク
ロー
ン
人
間
作
り
に
は、
ス
イ
ス
に
本
部
を
置
く
新
興
宗
教
団
体
も
名
乗
り
を
上
げ
て
い
る。!
���
ク
ロー
ン
人
間
と
い
う「
悪
夢」
が
現
実
に
な
る
前
に、
国
際
的
な
規
制
の
枠
組
み
作
り
を
一
層
加
速
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う。!
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毎日新聞の取り扱い �
!  産経新聞と並んで大きなものであった．4月6日朝刊1面
トップで取り扱うとともに，社会面でも大きく展開．当日夕刊
社会面，翌7日日曜日朝刊総合面，さらに8日月曜日朝刊
社会面と続けて，クローン技術についての解説や各界から
の声を紹介している．�
1）初報は，4月6日朝刊：�
!  1面（大）モスクワ特派員署名記事/「クローン人間妊娠」/
8週目/伊医師が発表/希望者に日本人も+発生工学者
のコメント/技術的には未確立+言葉（用語解説）/クロー
ン人間�
!  社会面（28面）（大）解説/クローン人間/「不妊治療」を強
調/伊医師，禁止の流れに逆行�
25!
2）続いて，同4月6日夕刊：�
!  社会面（大）生殖技術次々と/ついにヒトまで/世界が「反
対」の中/日本産科婦人科学会「不妊治療とは言えぬ」/
イタリア医師「クローン」妊娠発表/■日本/信ぴょう性 疑
う声も/■米国（ニューヨーク特派員署名記事）/怒る宗教
界/■イタリア（ローマ発共同）/低い出産率先天異常も・
日本産科婦人科学会会長，宗教学者，ローマ医師会会長，
ローマ法王庁ラテラノ大学教授，内閣府参事官補佐（ライ
フサイエンス担当）+解説（署名記事）/無性生殖「自然」
に反旗�
3）翌4月7日朝刊（日曜日のため夕刊はなし）： �
!  総合面（3面）署名記事（小）/クローンに質問集中/産科
婦人科学会/市民講座を開催�
4）さらに8日朝刊：�
!  31面（社会面）ロンドン発共同（小）/「アラブ富豪のクロー
ン」/英紙報道/伊の医師明かす� 26!
毎日新聞の判断 �
!  アンティノリ医師が「妊娠に成功」と発表したとい
う事実は、信憑性に疑問を呈する声はあるものの、
報道する価値があると判断し、大きく取り上げた。 �
その判断の際の方針 �
!  クローン人間は，最終的には生まれた赤ん坊と細
胞を提供した人物のDNAを比較解析しなければ，
証明できない．クローン人間報道は，第三者がそ
れを検証するまで，常に疑問がつきまとう．従って，
疑問があるからという理由で報道を差し控えると，
最後まで報道できないことになりかねない．�
27!
毎日新聞の判断の際の方針（続き） �
!  「生殖補助技術に関する報道」�本人から事実関
係の確認が取れなくとも，関係者の話から信憑性
があると判断できれば報道してきた．�
�今回のケースでは，アンティノリ医師は不妊治療の
専門家であるといわれ、「クローン人間」による不
妊治療をやると公言していた．疑わしいという見方
は当然あったが、その道の専門家が言ったことで
あり、まったくのでたらめではない可能性があると
判断した．�
!  『ガルフ・ニューズ』の記者自身に問い合わせ，講
演後アンティノリに話を聞き妊娠8週目であること
を直接確かめたと聞いたので，発言があったこと
には信憑性があると判断．!
28!
報道の意義についての判断�
!  クローン人間はやがて誕生することになるだろう．
その際に，突然，生まれましたと報道するだけでは，
適切に情報を伝えたことにならない．誕生の可能性
を伝えて，この問題をどう扱うべきなのか，社会全体
として考えるためにも過程を報道することが重要．�
!  妊娠の信憑性についての（青野記者の主観的な）
判断として：妊娠の事実自体の信憑性については，
1割よりも上だとみている．アンティノリ医師の基礎
科学者としての評価はわからないが，基礎研究の
成果が論文として発表されていなくも，臨床ではで
きてしまうということがある．�
29!
以上のまとめと考察 �
!  両者とも，アンティノリの信憑性についての
判断にはそれほど違いがいない．しかし，報
道内容についての判断は大きく異なった．�
!  では，その違いにどんな意味があるのか？�
!  判断と報道内容だけでなく，その読者・社
会への影響の双方の考察が必要�
30!
判断のポイントの違いは？�
!  読売：眉唾ものであり，大きく取り扱うべきものではな
い．また，読者をミスリードしたり，低レベルで振り回し
たりすることを恐れた．�
!  毎日：事実かどうか怪しい話だが，周辺情報を含めて
大きく報道する価値があると判断した．�
（考察）判断のポイントも，結果としてできあがった記事
も大きく異なっているが，どちらの記事を読んでも，ク
ローン人間妊娠が確実だと思う読者は少数だろう．ミ
スリードされたり，振り回されたりする読者は少なく，両
者ともに判断がまちがっているとはいえない．積極的
な意味がどれくらいあったのかで評価したい．大展開
の意義もそこで評価されることになる．�
31!
クローン人間問題についての認識�
!  読売：クローン人間という「悪夢」が現実になる前に，国際
的な規制の枠組み作りを一層加速させる必要があるだろ
う（10日解説面）．�
!  毎日：クローン人間はやがて誕生することになるだろう．誕
生の可能性を伝えて，この問題をどう扱うべきなのか，社会
全体として考えるためにも過程を報道することが重要．�
【考察】両者の認識は大きく異なっている．とはいえ，“国際的
な規制の枠組みづくりを一層加速させること”は，“社会全
体として考える”ことの一つだといえ，毎日の報道は，その
根拠となる周辺情報を盛り込んであり，両者の記事や判断
は矛盾しない．�
32!
結�論�
（1）毎日新聞と産経新聞が初報で1面トップに扱い当日およびそ
の後も大きく報じたのに対し，他紙の取り扱いは小さい�
（2）妊娠成功という外電の内容についての疑義の有無�
（3）実際にクローン人間が誕生したとしたらどうなるのかという社
会的な問題提起の有無�
さらに，2紙への聞き取り調査の結果以下の違いが判明�
（4）事実であるかどうかの判断とその根拠の違いもあるが，それよ
りも �
（5）この問題を大きく取り扱うべきかどうかの判断の違いが大きく，
そこに両紙の見識の違いが現われている�
（6）そのために，このような取り扱いの差が生じ，どの新聞を読むか
によって，印象が異なってくる．�
毎日や産経の質量ともに豊かな記事の科学ジャーナリズムとして
優れていると考えるが，みなさんのご意見は？�あなたが記者だっ
たら，どんな報道をしますか？�ほかに報道すべきあるいは考えるべ
き内容は？� 33!
補足 �
!  読売新聞も，当日柴田デスクが担当すれば，全
面展開した可能性があった。!
!  他紙に抜かれるのを恐れたため。!
!  予定稿もあったので，毎日紙面をみて，予定稿だ
と思った（柴田記者）。!
!  毎日には予定稿はなかった（青野記者）。!
!  「スクープの毎日」の伝統あり。!
!  この4月から産経東京版は夕刊廃止，100円新
聞として駅売り重視。 � 34!
